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①  研 修 の 日 時  

第 １３回 国 際 ワークキャンプ開 催 期 間 （平 成 ２５年 ９月 ９日 ～２４日 ）の うち、 

以 下 の 日 程 で実 施  

 

②  研修の内容 

国際ワークキャンプに参加した外国人及び日本人の若者（学生及び社会人）１２名による、 

各種ボランティア活動に係る運営スタッフとして参加メンバーと共に活動した。 

    また、当方が楽器演奏できることから、１６日、１９日及び２２日のイベントでは、演奏者とし

ても参加した。 

 

 

 

 

日   程 午  前 午  後 

９月 ９日 （月） 
 

 

17:00～ 

国 際 ワークキャンプ開 講 式  

  ９月１３日 （金） 
三 瓶 山 姫 逃 池 植 生 保 全 活 動   

 

  ９月１６日 （月） 
 

 

グループホーム「七 色 館 」交 流 会  

 

  ９月１９日 （木） 
 

 

かじ山 荘 デイサービスセンター 

交 流 会  

  ９月21日 （土） 
 

 

２２日 大 田 市 民 国 際 フェスティバル 

準 備  

  ９月２２日 （日） 
大 田 市 民 国 際 フェスティバル 

 

大 田 市 民 国 際 フェスティバル 

 



 

 

③  研 修 の 感 想  

 今 回 は、２週 間 の 国 際 ワークキャンプ期 間 中 に 、環 境 保 全 、福 祉 増 進 、子 供 の 健 全

育 成 、ま ちづくりの 推 進 等 、様 々な活 動 が 盛 り込 ま れており、ワークキャンプ参 加 者 と地

域 の 各 受 け入 れ団 体 双 方 に メリットがあるように 感 じた。 

 参加した若者たちは、非常にフレンドリーで、報告者が参加した一連の活動メニューに対して、 

前向きに且つ自然体で取り組んでいた。特に、ディサービス等におけるお年寄りとのふれあいの

場では、ごく自然に会話を交わし、非常に好感が持てた。 

 本研修を通じて、ＮＰＯとは、ひとつの団体が様々な切り口で活動を展開していることが認識で

きた。 

④ その他特記事項  

派遣先の団体によって違いがあると思うが、同法人では、時間的にも、参加度合い的にも、あ

くまでも研修生の都合に合わせるというスタイルであったため、ほぼ業務に支障なく参加すること

ができた。参加した日には、既存のメニューをより効果的にするために、自らの経験、知識等を積

極的に取り入れてもらった。・・ある活動への「研修」であると同時に、その活動の「参加者」として 

積極的に参加すべきと考える。 

 

 

（注 １）研 修 日 時 ・内 容 等 が わかる資 料 が あれば、添 付 してくだ さい。 

（注 ２）研 修 終 了 後 、 報 告 会 を開 催 しま す。  


